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『花
当
閣
叢
談
』
に
つ
い
て

『花
当
閣
叢
談
』
は
、
明
の
徐
復
祚
が
著
し
た
逸
話
集
で
あ
る
。『
続
修

四
庫
全
書
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
清
嘉
慶
刻
借
月
山
房
彙
抄
本
の
影
印
本

を
見
た
。
八
巻
あ
り
、
巻
一
に
は
制
度
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
含
ま
れ

て
お
り
、
巻
二
は
後
半
部
分
が
欠
け
て
い
る
。
巻
三
か
ら
巻
七
ま
で
に
は
、

徐
復
祚
の
出
身
地
、
蘇
州
府
の
士
人
の
逸
話
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
巻

八
に
含
ま
れ
て
い
る
の
は
す
べ
て
倭
寇
の
記
事
で
あ
る
。
巻
末
に
三
つ
置

か
れ
て
い
る
跋
文
に
拠
れ
ば
、
徐
復
祚
は
、
陶
宗
儀
の
『
輟
耕
録
』
に

倣
っ
て
、『
村
老
委
談
』
全
三
十
六
巻
を
著
し
た
が
、
そ
の
う
ち
八
巻
し

か
伝
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
『
花
当
閣
叢
談
』
の
名
で
嘉
慶
十
三
年
（
一
八
〇

八
）
頃
に
刊
行
さ
れ
た
。「
花
当
閣
」
は
徐
復
祚
の
書
斎
の
名
で
あ
る
。

徐
復
祚
は
、『
花
当
閣
叢
談
』
の
跋
文
及
び
『
重
修
常
昭
合
志
』（
光
緒

三
十
年
刊
。
成
文
出
版
社
『
中
国
方
志
叢
書
』
所
収
）
巻
二
十
五
、
人
物

志
に
拠
れ
ば
、
字
は
陽
初
、
蘇
州
府
常
熟
県
（
現
在
の
江
蘇
省
常
熟
県
）

の
人
。
南
京
工
部
尚
書
徐
栻
（
一
五
一
九
～
一
五
八
一
）
の
孫
。
戯
曲

『
紅
梨
記
』『
投
梭
記
』『
祝
髪
』『
宵
光
剣
』『
一
文
銭
』『
梧
桐
雨
』
を

作
っ
た
。『
花
当
閣
叢
談
』
巻
二
、
蕭
尉
に
「
万
暦
十
三
年
乙
酉
（
一
五

八
五
）
に
私
は
京
兆
試
（
南
京
応
天
府
で
行
わ
れ
る
郷
試
）
に
応
じ
た
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
書
巻
五
、
沈
同
和
に
「
私
は
万
暦
四
年
丙
子
（
一

『
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五
七
六
）
か
ら
今
に
至
る
ま
で
五
十
年
来
、
科
挙
の
不
正
が
日
ご
と
に
甚

し
く
な
る
の
を
目
撃
し
た
。」
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
徐
復
祚
が
活
躍
し

た
期
間
が
わ
か
る
。

前
稿
「
明
朝
の
立
法
・
刑
罰
・
裁
判
」（
本
誌
第
六
十
七
巻
第
六
号
掲

載
、
二
〇
一
八
年
）
で
、『
花
当
閣
叢
談
』
巻
三
、
朱
応
挙
の
、
訟
師
が

依
頼
人
に
ア
リ
バ
イ
を
偽
造
さ
せ
た
話
を
紹
介
し
た
が
、『
花
当
閣
叢
談
』

に
は
他
に
も
い
く
つ
か
の
裁
判
逸
話
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
特

に
興
味
深
い
話
を
二
、
三
選
ん
で
紹
介
し
た
い
。

二

律
に
注
を
つ
け
た
報
い

『
花
当
閣
叢
談
』
巻
三
、
牟
俸
に
、「
邨
老
又
た
曰
く
」
と
し
て
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
邨
老
（
村
老
）」
は
著
者
徐
復
祚
自
身
を
指
す
。

【
和
訳
】

私
の
兄
の
伯
昌
が
、
刑
部
の
官
員
で
あ
っ
た
時
に
、『
大
明
律
』
及
び

そ
れ
に
附
さ
れ
た
「
問
刑
条
例
」
に
手
づ
か
ら
注
を
加
え
て
、
印
刷
し
て

世
に
広
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。
私
は
兄
に
会
う
た
び
に
忠
告
し
ま
し
た
。

「
律
の
条
文
は
大
変
柔
軟
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
今
、

注
を
加
え
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
解
釈
が
固
定
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
思
い
遣
り
の
あ
る
裁
判
官
が
な
ん
と
か
し
て
死
刑
を
避
け
て
罪
人

を
生
か
そ
う
と
す
る
心
と
比
べ
て
下
さ
い
。
ど
う
し
て
細
か
く
注
を
つ
け

て
律
の
解
釈
を
固
定
さ
せ
て
、
律
を
柔
軟
に
解
釈
し
て
死
刑
を
避
け
る
と

い
う
こ
と
が
で
き
に
く
く
な
る
よ
う
に
す
る
残
忍
な
行
い
を
し
て
よ
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
咎こ

う

繇よ
う

（
皐こ

う

陶よ
う

。
帝
舜
が
任
命
し
た
裁
判

官
。）
の
徳
を
以
て
し
て
も
、
そ
の
子
孫
で
あ
る
黥
布
は
、
人
相
見
の
予

言
通
り
に
、
肉
刑
に
処
さ
れ
て
か
ら
後
に
王
と
な
り
ま
し
た
（
黥
布
は
秦

の
時
に
入
墨
の
刑
を
受
け
、
漢
の
高
祖
に
よ
っ
て
淮
南
王
に
立
て
ら
れ
た
。

『
史
記
』
巻
九
十
一
、
黥
布
列
伝
。）。
天
は
応
報
を
好
み
ま
す
。
畏
れ
な

い
で
い
ら
れ
ま
し
ょ
う
か
。」

兄
は
聴
き
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
注
釈
書
を
刊
行
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

兄
は
良
く
な
い
死
に
方
で
死
に
ま
し
た
。
そ
の
死
は
ま
こ
と
に
法
律
に
適

わ
な
い
も
の
で
し
た
。
人
々
は
律
に
注
を
つ
け
た
報
い
だ
と
思
い
ま
し
た
。

【
原
文
】

邨
老
又
曰
、
余
兄
伯
昌
、
官
刑
部
時
、
手
註
大
明
律
例
、
欲
刻
板
行
世
。

余
毎
勧
之
曰
、
律
之
条
甚
活
。
而
今
死
。
比
之
仁
人
之
死
致
生
之
意
、
安

所
委
曲
、
以
行
其
不
忍
乎
。
且
夫
以
咎
繇
之
徳
、
而
子
孫
必
刑
而
後
王
。

天
道
好
還
、
可
不
畏
与
。
不
聴
。
及
板
行
、
而
兄
以
不
良
死
。
其
死
也
、

寔
不
麗
法
。
人
以
為
註
律
之
報
云
。
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【
訓
読
】

邨
老
又
た
曰
く
、
余
が
兄
の
伯
昌
、
刑
部
に
官
た
る
の
時
、
手
づ
か
ら

大
明
律
例
に
註
す
。
刻
板
し
て
世
に
行
わ
ん
と
欲
す
。
余
、
毎
に
之
れ
に

勧
め
て
曰
く
、
律
の
条
は
甚
だ
活い

く
。
而
る
に
今
死
す
。
之
れ
を
仁
人
の
、

死
よ
り
生
を
致
す
の
意
に
比
ぶ
る
に
、
安
く
ん
ぞ
委
曲
す
る
所
あ
り
て
、

以
て
其
の
忍
び
ざ
る
を
行
わ
ん
や
。
且
つ
夫
れ
咎
繇
の
徳
を
以
て
す
ら
、

子
孫
必
ず
刑
せ
ら
れ
て
後
、
王
と
な
る
。
天
道
は
還
す
を
好
む
。
畏
れ
ざ

る
可
け
ん
や
。
と
。
聴
か
ず
。
板
行
す
る
に
及
び
て
、
兄
、
不
良
を
以
て

死
す
。
其
の
死
や
、
寔ま

こ
と

に
法
に
麗つ

か
ず
。
人
、
以
て
註
律
の
報
い
と
為

す
。
と
云
う
。
と
。

｢余
が
兄
の
伯
昌
」
と
あ
る
。「
伯
昌
」
は
字
で
、
名
は
昌
祚
で
あ
る
。

『
花
当
閣
叢
談
』
の
、
徐
復
祚
の
曽
姪
孫
述
曽
が
書
い
た
跋
文
に
「（
復
祚

は
）
比
部
郎
禹
江
公
の
次
子
な
り
。」
と
あ
る
か
ら
、
昌
祚
が
長
男
で
、

復
祚
が
次
男
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

徐
昌
祚
が
著
し
て
刊
行
し
た
明
律
例
の
注
釈
書
は
『
大
明
律
例
添
釈
旁

註
』（
以
下
、『
添
釈
旁
註
』
と
略
称
。）
で
あ
る
。『
添
釈
旁
註
』
は
内
閣

文
庫
所
蔵
本
を
見
た
。『
添
釈
旁
註
』
の
凡
例
に
「
大
明
律
の
文
は
簡
略

で
古
め
か
し
く
、
わ
か
り
に
く
い
の
で
、
こ
の
書
で
は
小
字
の
注
釈
文
を

律
文
の
行
内
に
は
さ
ん
で
、
律
文
と
注
釈
文
と
を
連
ね
て
読
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
し
て
、
読
者
が
思
索
す
る
こ
と
な
く
律
文
の
意
味
を
は
っ
き

り
と
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
た
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

徐
復
祚
は
「
律
の
条
は
甚
だ
活い

く
。
し
か
る
に
今
、
死
す
。」
と
、
兄

の
昌
祚
が
律
に
注
を
つ
け
て
律
の
解
釈
を
固
定
さ
せ
た
こ
と
を
非
難
し
て

い
る
。
し
か
し
、
罪
刑
法
定
主
義
に
従
う
立
場
か
ら
言
え
ば
、
立
法
趣
旨

に
沿
っ
た
わ
か
り
や
す
い
条
文
解
釈
を
提
供
し
て
、
人
民
が
罪
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
裁
判
官
が
恣
意
的
な
判
決
を
下
さ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徐
復
祚
が
こ
の
よ
う

に
非
難
し
た
の
は
、
旧
中
国
に
古
く
か
ら
存
在
し
て
き
た
罪
刑
法
定
主
義

を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
く
、
単
に
兄
の
条
文
解
釈
に
不
安

を
感
じ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
は
、『
添
釈
旁
註
』

の
中
に
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

明
律
の
名
例
律
、
老
小
廃
疾
収
贖
条
に
「
八
十
以
上
、
十
歳
以
下
、
及

び
篤
疾
（
重
度
の
身
体
障
碍
者
）、
殺
人
の
応
に
死
す
べ
き
を
犯
す
者
は
、

議
擬
奏
聞
し
、
上
裁
を
取
る
。
盗
み
、
及
び
人
を
傷
つ
く
る
者
は
亦
た
収

贖
す
。
餘
は
皆
、
論
ず
る
勿
し
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
規
定
に

素
直
に
従
え
ば
、
も
し
八
十
歳
以
上
の
老
人
が
、
真
犯
死
罪
（
贖
刑
が
許

さ
れ
な
い
死
罪
）
に
当
た
る
、
強
盗
し
て
財
物
を
得
る
罪
を
犯
し
た
場
合
、

『
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そ
の
罪
は
殺
人
以
外
の
死
罪
で
あ
り
、
か
つ
盗
罪
で
あ
る
か
ら
、
収
贖
の

処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、『
添
釈
旁
註
』

は
、
こ
の
条
文
に
「
八
十
以
上
、
十
歳
以
下
、
及
篤
疾
、
犯
（
反
逆
）
殺

人
、（
一
応
斬
絞
）
応
死
者
、
議
擬
奏
聞
、
取
自
上
裁
。（
若
犯
流
罪
以
下

窃
）
盗
及
（
闘
殴
）
傷
人
者
、
亦
収
贖
。
餘
（
有
犯
笞
杖
徒
流
雑
犯
罪

名
）、
皆
勿
論
。」（
括
弧
内
が
『
添
釈
旁
註
』
の
注
釈
文
。）
と
注
を
は
さ

ん
で
い
る
。
律
文
の
「
盗
」
字
の
前
に
「
若
犯
流
罪
以
下
窃
」
の
注
釈
文

を
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
強
盗
得
財
の
罪
を
収
贖
の
対
象
か
ら
除
外
し
、

律
文
の
「
犯
殺
人
応
死
者
」
の
句
の
間
に
「
一
応
（
あ
ら
ゆ
る
）
斬
絞
」

の
注
釈
文
を
は
さ
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
犯
死
罪
に
当
た
る
強
盗
得
財
の

罪
を
「
取
自
上
裁
」（
皇
帝
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
）
の
対
象
に
含
め
た

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
律
文
を
素
直
に
読
む
限
り
、
強
盗
得
財
の
罪
を
犯

し
た
八
十
歳
以
上
の
老
人
は
、
収
贖
の
処
分
を
受
け
る
だ
け
で
済
む
は
ず

で
あ
る
の
に
、『
添
釈
旁
註
』
の
注
釈
文
に
従
え
ば
、
皇
帝
の
判
断
に

よ
っ
て
は
死
刑
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
『
添
釈
旁

註
』
の
著
者
に
天
罰
が
下
っ
て
も
、
文
句
は
言
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。｢板

行
す
る
に
及
ん
で
、
兄
、
不
良
を
以
て
死
す
。
そ
の
死
や
、
寔ま

こ
と

に

法
に
麗つ

か
ず
。」
と
あ
る
。
徐
昌
祚
が
亡
く
な
っ
た
事
情
は
わ
か
ら
な
い

が
、『
花
当
閣
叢
談
』
巻
三
、
銭
侍
御
に
「
邨
老
又
た
曰
く
、
余
、
庚
戌

の
除
夕
（
大
み
そ
か
の
夜
）
に
哭
兄
の
作
有
り
て
云
う
。」
と
述
べ
て
掲

げ
ら
れ
て
い
る
二
つ
の
詩
が
参
考
に
な
る
。
庚
戌
は
万
暦
三
十
八
年
（
一

六
一
〇
）
で
あ
る
。

除
夕
多
悲
感
（
除
夕
、
悲
感
多
し
。）

思
君
倍
鬱
陶
（
君
を
思
い
鬱
陶
を
倍ま

す
。）

用
人
嗟
往
失
（
人
を
用
い
て
往
失
を
嗟な

げ

く
。）

受
諫
豈
今
朝
（
諫
め
を
受
く
る
こ
と
豈
に
今
朝
な
ら
ん
や
。）

骨
肉
安
全
未
（
骨
肉
安
全
な
り
や
未い

な

や
。）

門
庭
事
正
饒
（
門
庭
、
事
正
し
く
饒ゆ

た

か
な
り
。）

魂
依
繐
帷
下
（
魂
、
繐
帷
に
依
り
て
下
る
。）

風
雪
共
蕭
蕭
（
風
雪
共
に
蕭
蕭
た
り
。）

徐
復
祚
が
右
の
詩
を
作
っ
た
万
暦
三
十
八
年
よ
り
も
前
の
年
の
大
み
そ

か
の
夜
に
徐
昌
祚
が
亡
く
な
っ
た
ら
し
い
、
と
い
う
こ
と
の
他
に
は
、
右

の
詩
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

一
官
能
自
愛
（
一
官
能
く
自
ら
愛
す
。）
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八
議
豈
無
情
（
八
議
豈
に
情
無
か
ら
ん
や
。）

祖
亦
存
餘
沢
（
祖
も
亦
た
餘
沢
を
存
す
。）

兄
何
負
此
名
（
兄
、
何
ぞ
此
の
名
に
負
か
ん
や
。）

黄
麻
非
賜
死
（
黄
麻
は
死
を
賜
う
に
非
ず
。）

白
刃
遽
軽
生
（
白
刃
も
て
遽に

わ

か
に
生
を
軽
ん
ず
。）

家
聞
従
茲
隕
（
家
聞
、
茲こ

れ
従よ

り
隕お

つ
。）

明
朝
但
哭
声
（
明
朝
、
但
だ
哭
声
あ
る
の
み
。）

明
律
の
名
例
律
、
八
議
条
に
「
七
に
曰
く
、
議
貴
。（
注
。
爵
一
品
、

及
び
文
武
職
事
官
三
品
以
上
、
散
官
二
品
以
上
の
者
を
謂
う
。）」
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。
徐
昌
祚
の
祖
父
、
徐
栻
は
、
正
二
品
官
で
あ
る
南
京
工
部

尚
書
に
任
じ
ら
れ
た
か
ら
、
八
議
の
議
貴
に
当
た
る
。
名
例
律
、
応
議
者

之
父
祖
有
犯
条
に
、
八
議
に
当
た
る
者
の
子
孫
が
罪
を
犯
し
た
と
き
は
皇

帝
の
判
断
を
仰
ぐ
、
と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
規
定
に
従
っ
て
、

徐
昌
祚
が
犯
し
た
罪
に
対
す
る
皇
帝
の
判
決
を
記
し
た
「
黄
麻
」（
み
こ

と
の
り
）
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
黄
麻
に
は
「
死
を
賜
う
。」
と

は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
徐
昌
祚
は
刃
を
用
い
て
自
殺
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

三

鶴

裁

判

『
花
当
閣
叢
談
』
巻
四
、
鶴
獄
に
次
の
よ
う
な
動
物
裁
判
の
逸
話
が
記

さ
れ
て
い
る
。

【
和
訳
】

寧
王
の
朱
宸
濠
（
原
文
。
寧
庶
人
。
武
宗
の
正
徳
十
四
年
（
一
五
一

九
）
に
反
乱
を
起
こ
し
て
敗
れ
、
翌
十
五
年
十
二
月
に
誅
さ
れ
た
。『
明

史
』
巻
一
一
七
。）
は
鶴
を
か
わ
い
が
っ
て
い
ま
し
た
。「
指
揮
」「
千
戸
」

の
称
号
を
記
し
た
銀
の
札
を
鶴
の
首
に
掛
け
ま
し
た
（
明
朝
で
は
全
国
に

「
衛
」
と
呼
ば
れ
る
五
千
六
百
人
か
ら
成
る
軍
隊
と
「
所
」
と
呼
ば
れ
る

一
千
一
百
二
十
人
か
ら
成
る
軍
隊
と
が
置
か
れ
て
い
た
。
衛
の
指
揮
官
が

「
指
揮
」
で
あ
り
、
所
の
指
揮
官
が
「
千
戸
」
で
あ
る
。）。

あ
る
日
、
首
に
「
指
揮
」
の
札
を
掛
け
た
鶴
が
市
街
地
に
飛
び
出
し
て
、

民
の
犬
に
か
ま
れ
て
傷
つ
い
て
死
に
ま
し
た
。
寧
王
は
王
府
の
官
（
寧
王

府
は
江
西
省
南
昌
府
（
現
在
の
江
西
省
南
昌
市
）
に
置
か
れ
て
い
た
。）

に
命
じ
て
、
訴
え
状
を
作
っ
て
撫
按
（
巡
撫
及
び
巡
按
御
史
。
ど
ち
ら
も

一
省
の
行
政
を
監
察
す
る
官
。）
に
送
ら
せ
、
民
の
命
で
鶴
指
揮
の
命
を

償
わ
せ
る
よ
う
要
求
し
ま
し
た
。
撫
按
は
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
ず
、

『
花
当
閣
叢
談
』
の
裁
判
逸
話
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管
轄
下
の
地
方
官
に
訴
え
の
内
容
を
示
し
て
意
見
を
求
め
ま
し
た
が
、
皆
、

遠
慮
し
て
意
見
を
上
申
し
よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
某
県
令
は
有
能
の

評
判
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
県
令
に
判
断
を
委
ね
ま
し
た
。
翌
日
、
県
令

は
上
申
書
を
撫
按
に
送
り
ま
し
た
。
上
申
書
の
末
尾
に
次
の
よ
う
な
判
決

文
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

｢鶴
の
首
に
札
が
掛
か
っ
て
い
ま
す
が
、
犬
は
字
が
読
め
ま
せ
ん
。
鳥

と
け
も
の
と
が
傷
つ
け
合
っ
て
も
、
罪
は
人
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て

や
、「
指
揮
」
と
い
う
称
号
を
鶴
に
与
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
称
号
は
軍

功
を
積
ん
で
得
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
の
命
で
家
畜
の
命
を
償
う

き
ま
り
が
、
刑
法
典
の
中
に
あ
る
と
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
犬

の
飼
い
主
に
鶴
の
値
段
を
弁
償
さ
せ
、
猛
犬
を
死
刑
に
処
す
る
べ
き
で

す
。」撫

按
は
大
喜
び
し
て
、
寧
王
に
こ
の
判
決
を
報
告
し
ま
し
た
。
寧
王
は

反
論
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
原
文
】

寧
庶
人
寵
鶴
。
縣
以
銀
牌
、
標
指
揮
千
戸
之
号
。
一
日
、
有
鶴
頸
縣
指

揮
牌
者
、
飛
出
市
里
、
為
民
犬
咋
傷
死
。
庶
人
命
府
官
、
置
詞
送
撫
按
、

令
民
償
鶴
指
揮
之
命
。
撫
按
不
知
所
處
、
批
発
所
属
、
皆
辞
不
敢
聞
。
某

県
令
有
能
声
、
遂
以
委
之
。
明
日
、
以
状
申
撫
按
。
批
牘
尾
云
、
鶴
頸
有

牌
、
犬
不
識
字
。
禽
獣
相
傷
、
罪
不
在
人
。
況
指
揮
而
名
鶴
、
非
積
於
軍

功
。
以
人
而
償
畜
、
無
聞
於
憲
典
。
合
以
鶴
価
償
、
入
獰
犬
正
法
。
撫
按

大
喜
、
以
奏
寧
王
。
王
亦
詞
塞
。

【
訓
読
】

寧
庶
人
、
鶴
を
寵
す
。
縣か

く
る
に
銀
牌
を
以
て
し
、
指
揮
・
千
戸
の
号

を
標し

る

す
。
一
日
、
鶴
の
、
頸く

び

に
指
揮
の
牌
を
縣
く
る
者
有
り
、
市
里
に
飛

び
出
で
、
民
の
犬
の
咋か

み
傷
つ
く
る
と
こ
ろ
と
為
り
て
死
す
。
庶
人
、
府

官
に
命
じ
、
詞
を
置
き
て
撫
按
に
送
ら
し
め
、
民
を
し
て
鶴
指
揮
の
命
を

償
せ
し
む
。
撫
按
、
処
す
る
所
を
知
ら
ず
、
所
属
に
批
発
す
る
も
、
皆
、

辞
し
て
敢
え
て
聞
せ
ず
。
某
県
令
、
能
声
有
り
。
遂
に
以
て
之
れ
に
委
ぬ
。

明
日
、
状
を
以
て
撫
按
に
申
す
。
牘
尾
に
批
し
て
云
う
、
鶴
の
頸
に
牌
有

る
も
、
犬
は
字
を
識
ら
ず
。
禽
獣
、
相
い
傷
つ
く
る
も
、
罪
は
人
に
在
ら

ず
。
況
ん
や
指
揮
と
し
て
鶴
に
名
づ
く
る
も
、
軍
功
を
積
む
に
非
ず
。
人

を
以
て
畜
を
償
う
は
、
憲
典
に
聞
こ
ゆ
る
無
し
。
合ま

さ

に
鶴
価
を
以
て
償
い
、

獰
犬
を
法
を
正
す
に
入
る
べ
し
。
と
。
撫
按
、
大
い
に
喜
び
、
以
て
寧
王

に
奏
す
。
王
亦
た
詞
塞
が
る
。

飼
い
犬
が
他
人
の
家
畜
を
殺
傷
し
た
と
き
の
き
ま
り
は
、
明
律
の
兵
律
、

厩
牧
、
畜
産
咬
踢
人
条
に
「
も
し
故
ら
に
犬
を
放
ち
、
他
人
の
畜
産
を
殺

関
法

第
六
九
巻
六
号
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傷
せ
し
む
る
者
は
、
各
々
笞
四
十
。
減
ず
る
と
こ
ろ
の
価
銭
を
追
賠
せ
し

む
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
飼
い
犬
が
自
分
か
ら
他
人
の
家
畜

を
殺
傷
し
た
と
き
の
処
分
を
定
め
た
明
律
例
の
条
文
は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
の
逸
話
で
は
、
鶴
が
勝
手
に
犬
の
居
場
所
に
飛
び
込
ん
で
き
て
咬
み
殺

さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
某
県
令
は
、
畜
産
咬
踢
人
条
が
定
め
る
処
分

の
う
ち
、
飼
い
主
に
笞
四
十
を
科
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
鶴
の
減
価
の
賠
償

だ
け
を
飼
い
主
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。

某
県
令
の
判
決
文
に
「
入
獰
犬
正
法
。（
獰
犬
を
法
を
正
す
に
入
る
。）」

と
あ
る
。「
正
法
」
と
は
死
刑
に
処
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
畜
産
咬

踢
人
条
に
は
「
馬
牛
及
び
犬
、（
中
略
）
人
を
殺
傷
す
る
者
は
過
失
を
以

て
論
ず
。
も
し
故
ら
に
放
ち
て
人
を
殺
傷
せ
し
む
る
者
は
闘
殺
傷
よ
り
一

等
を
減
ず
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
明
律
で
は
、
犬
が
人
を
殺
傷
し
た

と
き
で
さ
え
、
飼
い
主
が
刑
を
科
さ
れ
る
だ
け
で
、
犬
自
身
が
死
刑
に
処

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
な
の
に
、
鶴
を
殺
し
た
だ
け
の
犬
が
死
刑
に

処
さ
れ
る
の
は
、
寧
王
を
納
得
さ
せ
る
た
め
と
は
言
え
、
か
わ
い
そ
う
で

あ
る
。

四

責
任
感
の
あ
る
泥
棒

『花
当
閣
叢
談
』
巻
六
に
「
義
盗
」
と
題
し
て
記
さ
れ
て
い
る
話
は
、

合
理
的
な
要
素
と
非
合
理
的
な
要
素
と
が
見
事
に
一
体
化
し
た
、
怪
奇
裁

判
逸
話
の
傑
作
で
あ
る
。
少
し
長
い
の
で
、
和
訳
だ
け
を
掲
げ
る
。

【
和
訳
】

京
師

み
や
こ

（
北
京
）
の
鉄
匠
横
町
に
住
む
銭
洪
六
と
い
う
者
は
、
家
が
大
変

裕
福
で
、
凶
暴
で
ず
る
が
し
こ
い
性
格
で
し
た
。
平
生
か
ら
無
頼
漢
と
呼

ば
れ
、
多
く
の
人
が
彼
を
恐
れ
て
い
ま
し
た
。
趙
雀
児
と
隣
同
士
で
し
た
。

雀
児
も
金
持
ち
の
息
子
で
、
年
若
く
趣
味
人
で
、
馬
を
走
ら
せ
弾
を
は
じ

く
の
が
好
き
で
し
た
。
洪
六
は
い
つ
も
自
分
の
強
暴
さ
を
恃
ん
で
、
雀
児

を
ゆ
す
り
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
罵
り
ま
し
た
。

あ
る
日
、
洪
六
が
外
出
先
か
ら
酔
っ
て
帰
り
、
家
の
門
に
至
り
ま
す
と
、

雀
児
も
馬
を
馳
せ
て
隣
の
自
宅
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
洪
六
は
、
雀
児
が

自
分
を
よ
け
な
か
っ
た
こ
と
に
怒
っ
て
、
酔
い
に
ま
か
せ
て
雀
児
を
罵
り

ま
し
た
。
雀
児
も
罵
り
返
し
た
の
で
、
殴
り
合
い
に
な
り
ま
し
た
。
洪
六

の
妻
が
騒
ぎ
を
聞
い
て
出
て
き
ま
し
た
。
自
分
の
夫
が
大
変
酔
っ
ぱ
ら
っ

て
お
り
、
甚
だ
凶
悪
な
様
子
で
あ
る
の
を
見
て
、
二
人
を
引
き
離
し
ま
し

た
。
雀
児
は
逃
げ
帰
り
ま
し
た
。
洪
六
は
、
自
分
の
妻
が
二
人
を
引
き
離

し
た
こ
と
に
怒
っ
て
、
彼
女
と
雀
児
と
が
私
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
疑
い
、
妻
を
ひ
ど
く
殴
り
つ
け
、
八
時
過
ぎ
に
な
っ
て
よ
う
や
く
眠
り

『
花
当
閣
叢
談
』
の
裁
判
逸
話
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ま
し
た
。
妻
は
、
い
き
ど
お
り
の
あ
ま
り
に
、
ひ
そ
か
に
、
応
接
間
に

入
っ
て
首
を
吊
り
ま
し
た
。

洪
六
が
妻
を
殴
っ
て
い
た
時
、
泥
棒
の
某
と
い
う
者
が
、
洪
六
の
家
の

門
の
隙
間
に
潜
ん
で
い
ま
し
た
。
家
の
中
の
人
達
が
ま
だ
寝
て
い
な
い
の

で
、
じ
っ
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
に
至
っ
て
、
物
音
が
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
の
を
伺
っ
て
、
応
接
間
に
侵
入
し
ま
し
た
。
暗
闇
の
中
で
、
洪
六

の
妻
が
首
を
吊
っ
て
い
る
場
所
に
行
き
当
た
り
ま
し
た
。
け
ん
か
す
る
二

人
を
身
を
挺
し
て
引
き
離
し
た
人
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
泥
棒

は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
に
忍
び
ず
、
大
声
で
「
広
間
で
人
が
首
を

吊
っ
て
死
ん
で
い
ま
す
。」
と
叫
び
ま
し
た
。
再
三
叫
び
ま
す
と
、
洪
六

が
よ
う
や
く
酔
夢
の
中
か
ら
目
醒
め
ま
し
た
。
寝
室
に
妻
が
い
な
い
の
で
、

ろ
う
そ
く
を
持
っ
て
寝
室
を
出
ま
し
た
。
妻
を
見
つ
け
て
、
急
い
で
首
の

縄
を
解
い
て
、
体
を
抱
え
て
寝
室
に
入
り
ま
し
た
。
泥
棒
は
家
の
中
に
入

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
門
の
隙
間
に
戻
っ
て
身
を
潜
め
ま
し

た
。
家
の
中
の
物
音
を
盗
み
聴
き
し
て
い
ま
す
と
、
洪
六
の
妻
は
命
が
救

わ
れ
、
意
識
を
取
り
戻
し
た
よ
う
で
し
た
。
灯
火
が
点
い
て
い
た
の
で
、

泥
棒
は
身
を
伏
せ
て
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

午
前
二
時
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
静
か
に
な
っ
た
の
で
、
泥
棒
は
再
び

応
接
間
に
侵
入
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
先
程
の
妻
が
ま
た
も
や
首
を
吊
っ

て
い
ま
し
た
。
泥
棒
は
、
今
度
も
か
わ
い
そ
う
に
思
っ
て
、
前
の
よ
う
に

大
声
で
叫
び
ま
し
た
。
洪
六
は
ま
だ
目
醒
め
ま
せ
ん
。
泥
棒
は
、
壁
の
後

ろ
か
ら
一
人
の
下
げ
髪
の
、
十
三
四
歳
ぐ
ら
い
の
女
中
が
、
ろ
う
そ
く
を

持
っ
て
返
事
を
し
て
出
て
く
る
の
を
見
ま
し
た
。
泥
棒
は
あ
わ
て
ふ
た
め

い
て
門
を
出
て
逃
げ
去
り
ま
し
た
。

夜
が
明
け
て
、
洪
六
は
よ
う
や
く
目
醒
め
ま
し
た
。
妻
は
既
に
死
ん
で

い
て
、
救
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
洪
六
は
、
雀
児
の
財
産
を
貪

る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、
ま
た
昨
日
殴
り
合
い
を
し
た
仕
返
し
に
、
雀
児

を
「
強
姦
致
死
」
の
罪
で
訴
え
ま
し
た
。
雀
児
は
、
逮
捕
さ
れ
て
、
拷
問

に
耐
え
ら
れ
ず
、
一
回
訊
問
さ
れ
た
だ
け
で
無
実
の
罪
に
伏
し
、
次
の
よ

う
に
供
述
し
ま
し
た
。「
洪
六
が
宴
会
に
出
席
す
る
た
め
に
外
出
し
た
の

を
伺
っ
て
、
部
屋
に
入
り
、
そ
の
妻
と
姦
通
し
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
目

的
を
果
た
さ
な
い
う
ち
に
洪
六
が
帰
っ
て
来
て
、
そ
れ
を
見
て
殴
り
合
い

に
な
り
、
洪
六
の
妻
は
恥
じ
て
首
を
吊
っ
て
死
に
ま
し
た
。」

裁
判
が
確
定
し
、
死
刑
を
執
行
す
る
日
も
決
ま
り
ま
し
た
。
泥
棒
は
そ

れ
を
知
っ
て
、
官
司
に
出
頭
し
て
自
首
し
て
、「
こ
の
出
来
事
は
た
だ
私

だ
け
が
目
撃
し
ま
し
た
。
雀
児
さ
ん
は
本
当
に
冤
罪
で
す
。」
と
言
い
ま

し
た
。
按
獄
御
史
（
巡
按
御
史
の
こ
と
。
直
隷
・
省
内
の
裁
判
が
正
し
く

行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
。）
の
康
が
そ
の
詳
細
を
尋
ね
ま
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し
た
。
泥
棒
が
答
え
ま
し
た
。「
私
は
浮
浪
者
で
す
。
ま
こ
と
に
侵
入
窃

盗
の
常
習
犯
で
す
。
そ
の
日
、
日
暮
れ
時
に
洪
六
の
家
の
門
前
に
潜
ん
で
、

道
路
の
様
子
を
窺
っ
て
い
ま
す
と
、
雀
児
が
馬
を
馳
せ
て
来
る
の
を
見
ま

し
た
。
洪
六
は
雀
児
を
馬
か
ら
引
き
ず
り
落
と
し
て
乱
打
し
ま
し
た
。
夜

に
な
っ
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
街
鼓
が
鳴
り
は
じ
め
ま
す
と
、
洪
六
の
家
の

門
傍
ま
で
進
ん
で
身
を
伏
せ
ま
し
た
。
洪
六
が
そ
の
妻
を
大
変
乱
暴
に

殴
っ
て
い
る
の
を
聴
き
ま
し
た
。
二
鼓
（
午
後
十
時
）
に
な
っ
て
、
洪
六

の
妻
が
首
を
吊
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
助
け
を
求
め
て
叫
ん
だ
の
は
私
で

す
。
四
鼓
（
午
前
二
時
）
に
洪
六
の
妻
が
ま
た
も
や
首
を
吊
っ
た
時
に
再

び
叫
ん
だ
の
も
私
で
す
。
ど
う
し
て
雀
児
が
姦
淫
し
た
事
実
が
有
り
得
ま

し
ょ
う
か
。」

御
史
は
、
雀
児
が
泥
棒
に
賄
賂
を
贈
っ
て
偽
証
を
頼
ん
だ
の
だ
と
思
っ

て
、
泥
棒
を
強
め
に
拷
問
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
泥
棒
は
ま
す
ま
す
固
く

証
言
を
維
持
し
ま
し
た
。
泥
棒
は
さ
ら
に
、「
私
は
雀
児
の
顔
を
識
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
洪
六
に
恨
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゆ
き
ず
り
の
泥
棒
に
一
体

ど
の
よ
う
に
し
て
賄
賂
を
用
い
て
偽
証
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
か
。

罪
の
無
い
人
が
死
刑
に
な
る
の
が
本
当
に
忍
び
な
い
だ
け
で
す
。」
と
言

い
ま
し
た
。
御
史
は
心
が
動
い
て
、
泥
棒
に
「
あ
な
た
が
一
回
目
に
叫
ん

だ
時
、
出
て
き
て
洪
六
の
妻
の
命
を
救
っ
た
人
は
誰
で
す
か
。」
と
詰
問

し
ま
し
た
。
泥
棒
は
「
洪
六
で
す
。」
と
答
え
ま
し
た
。
御
史
は
洪
六
に

「
あ
な
た
が
出
て
き
て
助
け
た
の
で
す
か
。」
と
詰
問
し
ま
し
た
。
洪
六
は

「
そ
う
で
す
。」
と
答
え
ま
し
た
。
御
史
が
「
ど
う
し
て
あ
な
た
を
呼
ん
だ

人
を
確
認
し
な
か
っ
た
の
で
す
か
。」
と
尋
ね
ま
す
と
、
洪
六
は
「
そ
の

時
は
妻
を
助
け
る
こ
と
に
気
を
取
ら
れ
て
、
叫
ん
だ
人
を
捜
す
余
裕
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。」
と
答
え
ま
し
た
。
御
史
が
再
び
洪
六
に
「
二
回
目

に
呼
ば
れ
た
時
、
ど
う
し
て
捜
さ
な
か
っ
た
の
で
す
か
。」
と
詰
問
し
ま

す
と
、
洪
六
は
「
二
回
目
の
時
は
、
ま
た
叫
ん
だ
人
が
い
る
の
が
聞
こ
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
夜
が
明
け
て
始
め
て
妻
が
首
を
吊
っ
た
の
を
知
り
ま
し

た
。
命
を
助
け
よ
う
に
も
手
遅
れ
で
し
た
。」
と
答
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
御
史
は
泥
棒
に
「
二
回
目
に
叫
ん
だ
時
、
洪
六
が
出
て
く
る

の
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
か
。」
と
詰
問
し
ま
し
た
。
泥
棒
が
答
え

ま
し
た
。「
見
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
一
人
の
下
げ
髪
の
女
中
が
壁
の

後
ろ
か
ら
、
ろ
う
そ
く
を
持
っ
て
出
て
き
た
だ
け
で
す
。
私
は
見
ら
れ
る

の
を
恐
れ
て
、
あ
わ
て
て
逃
げ
ま
し
た
。」
御
史
は
洪
六
に
「
女
中
は
何

と
い
う
名
で
す
か
。
今
ど
こ
に
い
ま
す
か
。」
と
詰
問
し
ま
し
た
。
洪
六

は
「
私
の
家
に
は
下
げ
髪
の
女
中
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。」
と
答
え
ま
し

た
。
洪
六
の
家
の
隣
近
所
の
人
に
尋
ね
ま
す
と
、
皆
「
そ
の
よ
う
な
女
中

は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
答
え
ま
し
た
。
御
史
は
ま
す
ま
す
、
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泥
棒
が
賄
賂
を
受
け
取
っ
て
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
け
れ
ど

も
泥
棒
は
ま
す
ま
す
固
く
証
言
を
維
持
し
、
御
史
は
心
が
ま
す
ま
す
動
き

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
京
城
の
兵
馬
（
北
京
五
城
兵
馬
指
揮
司
の
長
官
で
あ

る
兵
馬
指
揮
を
指
す
。
兵
馬
指
揮
は
盗
賊
を
巡
捕
す
る
こ
と
を
掌
る
。）

に
依
頼
し
て
、
自
ら
洪
六
の
家
に
行
っ
て
、
女
中
を
捜
索
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

兵
馬
は
、
洪
六
の
家
に
行
き
、
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
捜
査
し
ま
し
た
が
、

そ
の
女
中
は
全
く
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
泥
棒
に
「
下
げ
髪

の
人
は
ど
ん
な
様
子
で
、
衣
服
は
何
色
で
、
ど
の
場
所
に
い
る
の
を
見
ま

し
た
か
。」
と
詰
問
し
ま
し
た
。
泥
棒
は
「
あ
わ
て
て
い
ま
し
た
の
で
、

そ
の
人
の
様
子
を
は
っ
き
り
と
見
て
は
い
な
い
の
で
す
が
、
身
長
は
四
尺

（
約
一
二
五
セ
ン
チ
）
ぐ
ら
い
で
、
青
色
の
服
を
着
て
い
て
、
手
に
ろ
う

そ
く
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
壁
の
後
ろ
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。」
と

答
え
ま
し
た
。
兵
馬
は
考
え
込
ん
で
壁
の
後
ろ
を
じ
っ
く
り
見
回
し
ま
し

た
。
す
る
と
、
壁
の
後
ろ
の
地
面
が
少
し
裂
け
て
い
ま
し
た
。
洪
六
に

「
こ
こ
の
地
面
は
ど
う
し
て
裂
け
て
い
る
の
で
す
か
。」
と
尋
ね
ま
す
と
、

洪
六
の
顔
色
が
変
わ
り
ま
し
た
。
答
え
も
支
離
滅
裂
で
し
た
。
そ
こ
で
、

人
に
命
じ
て
地
面
を
掘
り
開
か
せ
ま
す
と
、
わ
ず
か
に
一
尺
ほ
ど
掘
っ
た

だ
け
で
、
う
つ
ぶ
せ
の
死
体
が
現
れ
ま
し
た
。
果
た
し
て
一
人
の
下
げ
髪

の
女
子
で
し
た
。
青
色
の
服
を
着
て
い
て
、
顔
貌
は
生
き
て
い
る
よ
う
で

し
た
。「
こ
の
人
は
何
者
で
す
か
。」
と
厳
し
く
洪
六
を
訊
問
し
ま
す
と
、

洪
六
は
と
う
と
う
次
の
事
実
を
白
状
し
ま
し
た
。
死
体
の
女
子
の
名
は
丑

児
で
、
洪
六
の
妻
の
実
家
の
女
中
で
し
た
。
洪
六
の
妻
の
母
親
が
洪
六
の

家
に
遣
わ
し
て
、
娘
の
看
病
を
さ
せ
ま
し
た
。
洪
六
は
丑
児
の
容
姿
が
気

に
入
っ
て
、
暖
房
ベ
ッ
ド
（
原
文
。
炕
）
の
上
で
彼
女
と
姦
通
し
よ
う
と

し
ま
し
た
。
彼
女
が
従
わ
な
か
っ
た
の
で
、
洪
六
は
彼
女
を
ひ
ど
く
笞
打

ち
、
さ
ら
に
ろ
う
そ
く
立
て
を
陰
門
に
突
き
入
れ
て
死
な
せ
ま
し
た
。
ろ

う
そ
く
立
て
は
ま
だ
死
体
の
傍
ら
に
あ
り
ま
し
た
。
六
年
が
経
過
し
て
、

今
始
め
て
姿
を
現
し
た
の
で
す
。
被
害
者
が
妻
の
実
家
の
女
中
で
あ
っ
た

の
で
、
隣
近
所
の
人
は
誰
も
彼
女
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

事
実
が
判
明
し
た
の
で
、
兵
馬
は
御
史
に
報
告
し
ま
し
た
。
御
史
は
感

嘆
し
て
言
い
ま
し
た
。「
巧
み
で
す
ね
。
天
が
極
悪
人
に
報
い
る
方
法
は
。

つ
ま
り
、
こ
の
女
中
を
借
り
て
、
洪
六
が
そ
の
妻
を
自
殺
に
追
い
込
ん
だ

事
実
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
す
。
不
思
議
で
す
ね
。
あ
な
た
が
洪
六
の
家

で
泥
棒
を
し
た
の
は
。
こ
れ
ま
た
天
が
あ
な
た
を
借
り
て
、
雀
児
が
洪
六

の
妻
を
殺
し
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
す
。」
こ
う
し
て
雀

児
を
釈
放
し
ま
し
た
。
泥
棒
は
、
窃
盗
を
計
画
し
た
け
れ
ど
も
実
行
し
な

か
っ
た
、
と
い
う
理
由
で
、
雀
児
と
と
も
に
釈
放
さ
れ
ま
し
た
。

関
法

第
六
九
巻
六
号

一
〇

(一
二
八
七
)



最
後
の
行
に
「
盗
、
謀
り
て
未
だ
成
ら
ざ
る
に
坐
し
、
并
び
に
之
れ
を

釈
す
。（
原
文
。
盗
、
坐
謀
而
未
成
、
并
釈
之
。）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

泥
棒
は
、
窃
盗
を
行
う
目
的
で
他
人
の
住
居
に
侵
入
し
た
け
れ
ど
も
、
何

に
も
手
を
つ
け
な
か
っ
た
の
で
、
御
史
は
、
泥
棒
の
行
為
は
窃
盗
罪
を
構

成
し
な
い
と
判
断
し
て
、
泥
棒
を
無
罪
放
免
し
た
の
で
あ
る
。
明
律
の
刑

律
、
賊
盗
、
公
取
窃
取
皆
為
盗
条
に
「
盗
は
公
取
窃
取
、
皆
、
盗
と
為
す
。

器
物
銭
帛
の
類
は
、
移
徙
し
て
已
に
盗
所
を
離
る
る
を
須ま

つ
。
珠
玉
宝
貨

の
類
は
、
入
手
し
て
隠
蔵
す
る
に
拠
る
。
縦た

と

い
未
だ
将も

ち
行
か
ざ
る
も
亦

た
是
れ
な
り
。
其
れ
木
石
重
器
は
、
人
力
の
勝た

う
る
所
に
非
ず
ん
ば
、
本

処
よ
り
移
す
と
雖
も
、
未
だ
馱
載
せ
ざ
る
の
間
は
、
猶
お
未
だ
盗
を
成
さ

ず
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
律
で
は
、
た
と
え
窃
盗
目
的
で

他
人
の
住
居
に
侵
入
し
て
も
、
器
物
を
移
動
さ
せ
た
り
、
宝
石
を
ふ
と
こ

ろ
に
入
れ
た
り
し
な
い
う
ち
は
、
窃
盗
罪
を
構
成
し
な
い
。
よ
っ
て
窃
盗

不
得
財
の
罪
（
刑
律
、
賊
盗
、
窃
盗
条
。
窃
盗
、
已
に
行
い
て
財
を
得
ざ

る
は
笞
五
十
。
刺
を
免
ず
。）
に
も
当
た
ら
な
い
。

夜
に
他
人
の
住
居
に
侵
入
し
た
泥
棒
の
行
為
は
、
刑
律
、
賊
盗
、
夜
無

故
入
人
家
条
の
「
夜
、
故
無
く
人
の
家
の
内
に
入
る
者
は
杖
八
十
。」
と

い
う
規
定
に
拠
っ
て
、
杖
八
十
の
刑
に
当
た
る
。
け
れ
ど
も
、
泥
棒
は
官

司
に
出
頭
し
て
自
首
し
た
の
で
（
原
文
。
盗
乃
出
自
首
言
。）、
明
律
の
名

例
律
、
犯
罪
自
首
条
の
「
罪
を
犯
し
、
未
だ
発
せ
ず
し
て
自
首
す
る
者
は
、

其
の
罪
を
免
ず
。」
と
い
う
規
定
が
適
用
さ
れ
て
、
刑
が
免
除
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

〈附
記
〉
｢資
料
」
で
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
本
稿
を
大
沼
邦
博

先
生
に
捧
げ
、
御
退
職
の
記
念
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先

生
の
御
健
康
、
今
後
の
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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